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編集発行国見町公民館

人 口 と 世 帯 数

男　　　5  , 883人

女　　　6  Ⅱ 3 1人

計　　1  2 , 0 1 4人

世 帯数　2,690 世帯

48 ．2 ．1 現 在，

完成間近い町民体育館

写真　上　北面立面図　　右 匚南面立面図

下　西面立面図　　右ド東面立面図

こ
の
町
民
体
育
館
は
、

バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
一
面
、
バ
レ
ー

コ
ー
ト
ニ
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

コ
ー
ト
六
面
か
と
れ
る
八
四
〇

祐
の
体
育
室
と
八
〇
留
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
揚
、
五
〇
祐
の
ロ
ビ

ー
、
事
務
室
、
器
具
室
、
更
衣

室
が
あ
り
設
備
は
、
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
、
柔
道
用
畳
等
も
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

完
成
は
三
月
二
十
日
の
予
定

で
す
が
、
そ
の
後
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
板
の
取
付
、
コ
ー
ト
の
ラ
イ

ン
引
き
、
ポ
ー
ル
を
立
て
る
基

礎
金
具
の
収
付
工
事
等
が
あ
り

ま
す
の
で
実
際
の
開
館
は
五
月

初
め
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す

町
民
皆
様
の
体
育
館
と
し
て

運
営
等
に
つ
い
て
ご
意
見
、
ご

希
望
を
公
民
館
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

お
忘
れ
座
く

町
・
県
民
税

所
　
得
　
徂

個
人
事
業
税

の
申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で

所
得
税
の
確
定
甲
告
を
さ
れ

た
方
は
町
・
県
民
税
、
個
人
事

業
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
か
お
り
ま
せ
ん
。

町
・
県
民
税
の
申
告
を
さ
れ
た

方
は
個
人
事
桀
税
の
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

ま
た
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

さ
れ
た
税
金
や
。
予
約
納
税
を

し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
方
は
、
確
定
申
告
を
す

れ
ば
納
め
過
ぎ
た
税
金
が
還
付

さ
れ
ま
す
。

④
壮
年
の
部
を
新
設

－

町
民
卓
球
大
会
卜

今
年
度
は
、
男
子
壮
年
の
部

三
十
五
才
以
上
と
女
子
壮
年
の

部
三
十
才
以
上
を
新
設
し
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
る
大
会
を

目
ざ
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

コ

期
日
二
月
二
十
五
日
（
囗
）

二
、
場
所
　

県
北
中
体
育
館

Ｅ
、
試
合
要
領

①
団
体
戦
　

地
区
、
部
落
、
同

一
団
体
、
職
場
等
で
編
成
す

る
チ
ー
ム

（
男
子
三
名
女
子
三
名
）

②

個
人

⑩

○

男
子
Ａ

級
、

Ｂ

級

壮

年

の
部

二
二
十

五
才
以

上
）

○

女
子
Ａ

級
、

Ｂ

級

壮
年

の
部
　
（
三

十
才

以
上
）

○

男
子

ダ

ブ
ル

ス

女
子

ダ

ブ

ル
ス

四

、
申

し

込
み

二
月
二
十
日
ま
で
電
話
ま
た

ぱ
直
接
公
民
館
（
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
に
申
し
込
む
こ
と
夕

樹
氷
原
を
す
べ
ろ
う

ス
キ
ー
教
室

回

三
月
四
日
（
日
）

①
天
元
台
ス
キ
ー
場

②
会
費
一
人
一
、
〇
〇
〇
円

③
申
し
込
み
三
月
一
日
ま
で
電

話
又
は
直
接
公
民
館
に

④
参
加
打
ち
合
わ
せ
会
三
月
二

日
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
午

後
七
時
か
ら
行
な
い
ま
す
。

くにみ



新料金制度２月28日からスタート
。
町
内
屯
近
く
の
町
宅

三
分
ご
と
七
円

冷

生
活

圏

。
経

済

圏

の
広

が
り

に

マ
ッ

チ

し

た
新

し

い
通

話
料

金

制
度

は

、
現

在

の
市

内

通

話

市

外
通

話

の
区

別

を
廃

止

し

て

新

た

に
、

三

分
ご

と

に
七

円
、

で

か

け
ら

れ

る
よ

い
区

域

を

設

定

通

話

の
種

類
を
「
－
区
域

内

通

旱

」
「

隣

接

区

域

内
通

話
」
「

区

域

外
通

話

」

の
三

種

類

と
し

た

も

の
で

す

。

⑤
　

区

域

内

通

話

と
は

…
…

現
在

の
「

市

内
通

話
区

域
二

の

い

く

つ

か
を

ま

と

め
て
、

一

つ

の

ブ

ル

ー
プ
と

し
、
ｙ
二
の
ダ

Ｉ

ル
プ
（
地

図

の
口

の
部

分

）

内

の

⑥

詰
を
い

い

ま
す

。
同

一

区

域

は
、
福

島

、
飯

坂

、

保
原

梁

川

、
川

俣
、

桑
折

、

伊

達

、

松

川
、

土

田
、

飯

野
、

掛

田

、

庭

坂
、

佐
倉

、
茂

庭

、
上

湯

温

泉

立
千

山
、

月
舘

、

山

本
屋

で

す

。
料

金

は
三
分

毎

七
円

（
例

福

几
？

飯

朧
）

容
　

謌

俯
区

域

内
通

話

と

は
・：

隣

り

あ
っ
て

し

る
ダ

ル

Ｌ

プ

（
口

地
図

）
　へ
の

通
話

を
い

い

ま
す

。

料
金

は

八
〇

秒

ご

と

に

七
円

。

（
例

福
島
～

大
河
原

）

⑤
　

区

域

外
通

話

と
は

…
…

右

の

二
つ

の
通

話
以

外

の
も

の

を

ト

ト

ま
す
。

料

金
は
現

在

と
変

わ
り

あ
り

ま
せ

ん
。

福
島
電
報
電
話
局

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二

月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
　

敬
袮
略
す
）

出
生
日
　
氏
　
　
　

名
　
親
名
と
続
柄
　
倥
　
　
　
　

佰

旧
、
3
0
　⑤
尸
　
俊
幸
　
健
二
郎
２
男
　
山
崎
南
町
田
2
2の
ア

ー
、１
　

八
島
あ
ゆ
み
　

義
昭
の
長
女
　
泉
田
　
堰
下
3
9の
１

３
　

松
浦
　
和
子
　

泰
平
の
長
女
　
大
杢
戸
前
四

６
　

志
村
　
睦
子
　

藤
栄
の
長
女
　
高
城
　
前
回

ア
　

佐
藤
　

智
子
　

博
正
の
２
女
　
森
山
　
舘
問
Ｉ

ア
　
吾
妻
　

健
治
　

勝
　
の
２
男
　
小
坂
　
塚
田
剣
の
３

回
　
工
手
　
　
実
　

幸
平
の
長
男
　
問
大
枝
竹
の
内
1
2

旧
　

佐
藤
　
永

｝
　
光
永
の
長
男
　

大
杢
戸
幡
門
場
旧

口
　
早
田
　
　

稔
　
登
　

の
２
男
　
小
坂
　
小
坂
日
の
１
１

口
　

菊
地
　
正
明
　

明
　
の
長
男
　
石
母
田
唐
松
2
5

2
1
　徳
江
　

正
弘
　

征
一
の
長
男
　
徳
訌
　
前
ぼ
回

甞の全国火災予防運動

つ
慣
れ
恕
火
に
新
た
な
注
憲
」

昨
年
一
月
か
ら
十
一

月
末
凵
ま
で
の
火
災
に

よ
る
被
害
は
、
出
火
件

数
三
コ

六
六
〇
件
、

死
者

二

四
Ｈ
三
人
で

忤
年
と
比
較
し
て
出
火

件
数
で
九
、
九
％
の
減

少
を
示
し
て
い
る
も
の

の
死
者
数
で
九
、
九
％

の
増
加
を
示
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
春
に

火
災
が
多
発
し
や
す
く

ま
た
、
季
節
風
等
に
よ

り
大
火
に
た
り
や
す
い

の
で
、
火
災
予
防
思
想

の
高
揚
を
ぽ
か
り
、
火

災
を
防
止
し
、
火
災
に

よ
る
死
傷
者
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
七

で
お

り

ま
す

。

④
全
国
い
っ
せ
い
実
施
事
稠

①
　
百
貨
店
、
地
下
街
、
旅
館

ホ
テ
ル
崕
、
お
よ
び
複
合
川

防
火
対
策
物
（
雑
牛
ビ
ル
）

に
お
け
る
安
全
避
難

ア
、
避
難
路
の
確
保

イ
、
避
佐
誘
導
の
⑤
ぼ

ウ
、
避
難
訓
練
の
実
施

⑦
　
わ
が
家
の
安
全
管
理

ア（

心
は
こ
の
投
げ
捨
て
と

寝
言
は
こ
の
防
止

イ
、
外
出
、
就
寝
前
の
火
の

元
の
励
行

ウ
、
老
人
、
子
ど
も
、
病
弱

者
等
の
就
寝
場
所
の
安

全
点
検

ふ
　

車
羂
お
よ
び
林
野
の
火
災

の
予
防



ま
た
県
重
要
文
化
財
あ
ら
わ
れ
る
／

三

常
院
（
光
明
寺

）
に
藤
原
仏

大
字
光
明
寺
字
鹿
野
に
三
常

院
と
い
う
古
堂
か
お
る
。
明
治

の
初
め
頃
ま
で
は
法
印
某
が
住

ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
、
が
そ

の
後
無
住
と
な
る
ま
ま
に
寺
は

荒
れ
、
庫
裡
は
壊
滅
し
、
本
堂

だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
最
近
は

里
人
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
が
ち
で

わ
ず
か
に
福
聚
寺
加
藤
万
拙
さ

ん
が
節
々
の
供
養
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
が
こ
の
古
堂
に
あ
る

仏
像
が
県
北
で
は
珍
し
い
平
安

末
期
の
も
の
で
、
福
島
市
大
蔵

寺
に
あ
る
仏
像
（
国
重
文
）
に

も
匹
敵
す
る
貴
重
な
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
’、
地
元
の
人

を
び
っ
く
り
さ
せ
て
い
る
。

町
史
編
纂
室
で
は
資
料
収
集
の

一
つ
と
し
て
町
内
に
あ
る
仏
像

調
査
を
進
め
て
い
る
が
、
去
る

十
二
月
八
日
、
福
大
教
授
菊
地

貴
賻
、
山
木
屋
小
学
校
長
梅
宮

茂
の
両
先
生
（
共
に
県
文
化
財

専
門
委
員
）
に
依
頼
し
、
地
元

有
志
の
協
力
を
う
け
て
調
査
し

た
結
果
判
っ
た
も
の
で
、
県
の

重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
価
値

充
分
と
の
折
紙
を
つ
け
ら
れ
た

町
史
緇
纂
室
で
ぱ
早
速
こ
れ
を

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
し
応

急
修
理
を
加
え
、
写
真
を
と
り

県
指
定
申
請
の
手
続
き
を
進
め

て
い
る
。
昨
年
の
古
民
家
に
つ

づ
い
て
二
づ
阡
の
夭

ホ
ー
ム
ラ

ン
と
地
元
光
明
寺
は
も
ち
ろ
ん

文
化
財
関
係
者
一
同
大
喜
び
で

あ
る
。

仏
像
は
三
体
あ
り
、
本
尊
阿

弥
陀
如
来
は
高
さ
約
一
メ
ー
ト

ル
、
脇
侍
（
わ
き
じ
）
と
し
て

観

音
、

勢
至

の
両

菩

薩
。

塗

り

ぱ
す

っ

か
り

は

げ
落

ち
、

手
足

は
こ

わ

れ
、
殊

に

焼

け
痕

ま

で

あ

る

い
た

い

た
し

い

姿
で

あ

る

が｛
　
一
木

作
り

の

す
ら

り

と

し

た

お

だ
や

か
な

平
安

仏

の

特
徴

を

そ
な

え

た
正

に
天

下

の

逸

品

で

あ

る
。

わ
が
町
教
育
委
員
会
で
は
近

く
有
形
文
化
財
（
美
術
品
）
に

指
定
し
、
些
兀
の
方
々
と
協
力

し
て
こ
れ
を
保
證
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
な
に
し
ろ
大
蔵
寺
と

い
え
ば
会
津
の
勝
常
寺
、
い
わ

き
の
白
水
阿
弥
陀
堂
と
並
び
称

さ
れ
て
い
る
名
刹
で
あ
り
、
そ

れ
に
匹
敵
す
る
と
あ
っ
て
は
た

い
し
た
も
の
だ
と
地
元
で
は
ゴ

ル
フ
場
誘
致
以
上
の
大
さ
わ
ぎ

を
し
て
い
る
。

三
常
院
の
縁
起
に
つ
い
て
　

古
老
の
伝
承
（
言
い
伝
え
）

に
よ
れ
ば
文
徳
天
皇
の
御
代
、

天
安
元
年
（
八
五
七
）
僧
堯
養

の
開
基
創
建
に
か
か
る
も
の
で

始
め
本
村
高
寺
山
に
草
庵
を
結

び
、
慈
覚
木
師
作
の
阿
弥
陀
如

来
を
本
尊
と
し
て
し
ば
ら
く
練

行
し
て
い
た
が
元
慶
年
中
（
八

七
七
－

八
八
四
）
山
火
事
の
た

め
庵
室
が
焼
け
た
の
で
現
地
に

あ
っ
た
当
寺
に
移
し
伝
え
た
。

以
来
当
寺
を
高
寺
山
と
号
し
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
高

寺
山

の
中

腹
に
建

物

の
跡

が
は

っ
き

り

と

残
っ

て
い

る
。

尚

、
今

回

行

な
っ

た
仏

像
調

査
０
．
結

果
、

川
内

仲

興
寺

の
観

音

菩

薩

は
鎌

倉
時

代
、

高
城

安

養
寺

の
薬

師

如

来
は
南

北
朝
期

の
も

の

で
、

共

に
そ
の

時
代

の

作

風

を

あ

ら
わ
す

す
ぐ

れ

た
芸

術

品

で

あ
る

こ

と
が
わ

か

っ
た

国
民
年
金
だ
よ
り

あ
な
た
は
損
を
し
て
い
ま
せ
ん
か

サ
ラ
リ
爿
マ
ン
の
與
さ
ま
で

あ
る
あ
な
た
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
か
し
な
い
か
は
自
由

で
す
。
し
か
し
も
し
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た

は
損
を
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
加
入
し
た
と
き
ぱ

こ
ん
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

例
一
　

三
才
の
子
の
母
親
で
あ

る
Ａ

子

さ
ん

は

、
国

民
年

金

に
任

意

加
入

し

て
一

年

後
に

夫
を

交

通

事
故

で
亡

く
し

ま

し

た
。

・

・

・

夫
の

厚

生
年

金

か
ら

遺

族
年

金
（

一
〇

五

。
六
〇

〇

円

）

と

と
も

に
、

国

民
年

金

か
ら

母
子

年

金

が

Ｉ
〇

〇

。
。
八
〇

〇

円

も
ら

え

る

よ
う

に

な
り

ま
し

た

。
Ａ

子

さ
ん

の
納

め
た

促
険

料

は
六

。
六

〇

〇
円

だ
け

で

し
た

。

例
二
　
Ｂ
子
さ
ん
は
買
物
の
途

中
で
交
通
事
故
に
あ
い
片
足

が
フ
ラ
フ
ラ
の
マ
ヒ
に
な
り

杖
を
使
わ
な
い
と
歩
け
な
い

よ
う
に
な
り
崟
し
た
。

・
・
・
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
の
で
、
障
害
年
金
が

一
〇
五
。
六
〇
〇
円
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

例
三
　
Ｃ
子
さ
ん
は
十
年
前
に

五
十
五
才
で
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
し
た
。

・
・
・
六
十
五
才
に
な
っ
た

今
、
六
〇

。
０
０
０
円
ず
つ

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
納
め
た
保
険
料
が
二
五
。

八
〇
〇
円
な
の
に
死
ぬ
ま
で

六
〇
。
０
０
０
円
ず
つ
も
ら

え
る
な
ん
て
、
こ
ん
な
割
の

い
い
話
は
な
い
と
い
っ
七
お

ら
れ
ま
す
。

保
険
料
は

昭
和
四
十
七
年
七
月
か
ら

一
か
月
五
五
〇
円
で
す
。
納

め
る
方
法
は
、
国
民
年
金
係

か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

も
っ
と
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場

の
国
民
年
金
係
へ
ど
う
ぞ
。

公
共
事
業
に

役
立
つ

簡
易
保
険

こ

の
程

、
国

見

町

営
住

宅
建

設

事
業

費

の

一
部

と
し

て
、

三

四
〇

万

円

、

林
道

工

事
費

三
七

〇
万

円

の

融
資

が
決

定
し

ま
し

た
。
こ

れ

ま

で
の

町
融

資

額
と

合

わ
せ

ま

す

と
約

五

六
〇

〇
万

円

に

な
り

従

来
の

公

営
住

宅
、

学

校

、

道
路
、

水

道

等
の
設
備

資

金

と
し

て

重
要

な
役

割
を

果

し

て

お
り

ま

す
。

簡
易

保
険

は
多

く

の
人

々
に

ご
利

用

にい
た

だ
き

、

そ
の
件

数

は
四
千

七
百
万

件

を

越
え
、

そ

の

保
険

料

と

し
て
ヽ

積

立

て
舩

れ
た
金

額

は

約
三

兆
四

千
億
円

と
ぼ

う
大

な

額

に
な
り

ま
す

。

こ

の
積

立

金

の
約

三
分

の
一

が

地

方
公

共
団

体

に
還
元

さ
れ
、

公

共

事

業
に

役
立

て

ら
れ

て
お

り

ま

す
。

簡
易

保
険

の
積

立

金
は
、

加

入

者

の
皆

様

の
暮

し

に
役

立
つ

ば
か

り

で

な
く
、

町

の
発

展
に

貢

献

し

て
お

り

ま
す

。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
一
片
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名

縦

令

住
　
　
　
　
　
　

所

1
2、
3
1
　古
川
　
要
吉
　
7
0
　藤
ｍ
　

南
5
9

1
、
1
3
　煬
測
　
勝
美
　
7
2
　藤
田
　

北
5

1
3
　馬
測
　

シ
ノ
　
6
9
　藤
田
　

北
5

1
5
　亀
岡
　

ヨ
ネ
　
5
2
:
　
徳
江
　

高
田
9

1
6
　吉
田
　
正
雄
　
7
1
　西
大
枝
青
木
3
2

2
4
　村
上
つ
る
よ
　
6
9
　藤
田
　

堤
下
‥囗
の
4

2
5
　引
圸
　

タ
カ
　
7
6
　徳
江
　

舘
1
5



明
治
学
級
だ
よ
り

一
月
の
学
習

平
和
太
郎
や
青
年
の
話

楽
し
い
学
習
、
た
め
に
な
る

レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
…
…
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
わ
が
明
治
学
級
は

寒
中
も
休
ま
ず
前
進
す
る
。

一
月
二
十
五
日
（
木
）
夜
来
の

雨
も
す
っ
か
り
あ
か
っ
て
大
寒

中
と
い
う
の
に
こ
の
暖
か
さ
、

ほ
ん
と
う
に
明
治
学
級
ぱ
め
ぐ

ま
れ
て
い
る
。

定
刻
午
前
十
時
、
会
場
か
ら

は
み
出
し
た
学
級
生
は
廊
下
に

ま
で
並
ぶ
。
熊
田
委
員
長
開
会

を
宣
し
直
ち
に
学
習
に
入
る
。

石
磴
田
の
青
年
佐
藤
秀
世
君
の

お
み
や
げ
話
を
き
く
。
佐
藤
君

は
昨
年
十
月
十
六
日
か
ら
十
二

月
十
四
囗
ま
で
約
二
か
月
間
、

第
六
回
青
年
の
船
団
員
と
し
て

東
南
ア
ジ
ヤ
か
ら
濠
州
方
面
を

旅
行
し
て
き
た
。
そ
の
模
様
は

一
月
号
「
く
に
み
」
に
書
い
て

あ
る
が
、
そ
れ
を
百
余
枚
の
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
要
領
よ
く
話

し
て
く
れ
た
。
今
ど
き
の
若
い

人
は
な
か
な
か
や
る
も
の
だ
と

み
ん
な
感
心
す
る
。

次
に
公
立
病
院
の
本
宿
院
長

先
生
が
こ
ら
れ
　
健
康
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
医
大
の
先
生
方

と
共
同
で
町
民
の
腰
痛
の
研
究

を
す
る
た
め
の
も
の
で
、
学
級

生
全
員
に
つ
い
て
精
密
検
査
を

し
、
治
療
対
策
ま
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
。

午
後
一
時
か
ら
清
野
市
次
先

生
の
腹
話
術
、
可
愛
い
人
形
平

和
太
郎
君
か
ら
老
人
め
心
構
え

な
ど
教
え
ら
れ
、
又
手
ぎ
わ
よ

にい
奇
術
に
大
喜
び
、
二
時
二
十

分
か
ら
三
時
二
十
分
ま
で
は
み

ん
な
の
か
く
し
芸
、
詩
吟
、
歌

踊
り
な
と
つ
ぎ
つ
ぎ
と
現
わ
れ

本
格
的
な
学
芸
会
に
な
る
。

尚
今
年
七
〇
歳
に
な
っ
た
学

級
生
だ
ち
か
ら
「
古
稀
祝
い
」

と
し
て
多
大
の
ご
祝
儀
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
み
か
ん
を
買
っ

て
み
ん
な
に
喜
び
を
わ
か
ち
、

一
部
を
卒
業
式
？

の
経
費
に
す

る
こ
と
に
し
た
。

今
月
の
学
習

田
村
先
生
の
お
話
と
映
画

今
月
は
二
十
六
日
（
月
）

午

前

十
時

か
ら

い

ろ
い

ろ

の

話
し

合

い
。

午
後

は
元

藤

田
小

学

校
長

田
村

操

先
生

の

お
話

と

映

画
で

勉

強
す

る
。

「

上

手
な

年
の

と
り

方
」

に
つ

い

て

老
人

の

心
構
え

な

ど
先

生

独

特

の

お
話

を
き

い
た

あ

と
、

ヨ

ー
ロ
ッ

パ
旅
行

の
お

み

や

げ

話
を
お
き
き
す
る
。

先
生
は
昨
年
九
月
三
十
日
か
ら

十
月
十
六
日
ま
で
全
国
退
公
連

の
団
体
に
交
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

旅
行
を
し
、
そ
の
模
様
を
く
わ

し
く
ハ
ミ
リ
映
画
に
収
め
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
映
画
か
す
ば
ら

し
く
よ
く
で
き
て
い
る
の
で
、

全
国
的
評
判
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
ん
ど
そ
れ
を
つ
か
っ
て

の
お
み
や
げ
話
だ
。
み
ん
な
大

い
に
張
り
切
っ
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。
（
瓧
食
持
参
の
こ
と
）

町
史
の
予
約
募
集
に
つ
い
て

一
月

号
「

く

に
み
」

で

近

く

町

史
刊

行

の

ニ
ュ

ー
ス
を

出

し

た

と
こ

ろ
早

速

数
十
人

の
方

か

ら
電

話

や
郵

便
で

お
申

込
み

が

あ
り

ま

し

た
。

い

か
に
多

く

の

方

が
、

わ

が
「

魯
る

さ

と
」

の

歴

史
の

編
纂

を
望

ん
で

い

ら

れ

る
こ

と

か
、

今
更

な

が
ら

こ

の

仕
事

の

意
義

の
深

さ
を

感

じ

た

こ

と
で
し

た

。

さ

て

ま
も

な
く
Ｐ

Ｒ

誌

が
で

き

、
本

格

的

に
予

約
募

集

の
仕

事

が
始

ま
り

ま
す

。
町

民

の
皆

様

み
ん

な
で

つ
く

っ
た

、
み

ん

な

の

た
め

の
、

み

ん
な

の
歴

史

で

す
。

お

家

の
宝

と
し

て
「

各

戸

一
部

備

え
付

け

運
動
」

を

起

そ

う
で

は

あ
り

ま

せ
ん

か
に）
　町

内

は

も
ち

ろ
ん

町

外
居

住

の
方

々

に
も

自

信
を

も

っ
て

お
勧

め

し

ま
し

ょ

う
。

○

い
よ

い

よ

き
れ

い
な
町

史
Ｐ

Ｒ

誌

が
で

き

た
ら

部

落
長

さ

ん
を
と
お
し
て
お
届
け
し
ま

す
。

○
内
容
を
よ
く
ご
ら
ん
の
上
、

は
さ
み
込
ん
で
あ
る
「
申
込

用
紙
」
に
は
っ
き
り
と
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

○
全
巻
か
、
今
回
刊
行
も
の

だ
け
か
ど
ち
ら
か
を
消
す

○
部
数

○
住
所
、
氏
名

⑤
電
話
番
号

○
全
巻
申
し
込
ん
で
お
け
ば
お

互
い
に
手
数
が
省
け
、
何
か

さ
ん
に
つ
け
使
宜
で
す
。

○
ご
記
入
に
な
っ
た
ら
部
落
長

さ
ん

ゝ
又
は
代
表
者
）
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
締
切
り
囗
は
四
月
三

十
日
、
出
版
は
十
月
初
旬
の

予
定
で
す
。

○
完
成
し
た
ら
部
落
長

ひ
ん
を

と
対
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

代
金
引
換
え
で
お
受
耿
り
く

だ
さ
い
。

一
般
頒
布
価
格
二
五
〇
〇
円

町
内
頒
布
価
格
一
五
〇
〇
円

○
く
わ
し
い
こ
と
は
部
落
長
さ

、。ん
か
ら
申
上
げ
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
誌
の
頒
布
に
つ

い
て
ご
協
力
を
…
…

遠
く
わ
が
故
郷
を
は
な
れ
、

異
郷
で
暮
し
て
い
ら
れ
る
方
で

わ
が
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
希
望

さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
あ
な
た
の
お
子
様
、
ご
兄

弟
ご
親
戚
、
お
友
達
の
方
々
に

こ
の
Ｐ
Ｒ
誌
を
お
届
け
く
だ
さ

い
。
ご
入
用
な
だ
け
差
し
上
げ

ま
す
。
郵
便
料
は
ご
奮
発
く
だ

さ
い
。

お
名
前
と
住
所
を
紙
に
書
い

て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ
ば
、
こ

ち
ら
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。

限
定
出
版
で
す
の
で
、
あ
と

で
注
文
さ
れ
て
は
何
と
も
処
置

な
し
で
す
。
営
利
事
茉
で
な
い

こ
と
な
ど
も
添
え
て
Ｐ
Ｒ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
一
月
二
十
一
囗
）

兼
題
「
新
年
」
　
　
　「
雑
煮
」

米
　
年
新
た
青
春
未
だ
余
言
あ
り
　
’
　
　
　

早
田
　
灰
馬

米
　
塞
翁
が
馬
の
故
事
あ
り
年
あ
ら
だ
　
　
　

奥
山
　
甲
二

米
　
長
生
き
を
祈
る
と
書
い
て
あ
る
賀
状
　
　

斎
藤
黄
鶴
楼

米
　
此
所
に
生
き
此
所
に
老
い
来
て
年
新
た
　
　
　

一
　
陽

米
　
こ
の
秀
は
分
に
過
ぎ
た
る
鴨
雑
煮
　
　
　
　
　

た
か
子

米
　
新
年
や
ず
る
ず
る
生
き
て
夢
も
な
し
　
　
　
　

勝
　

ヱ

米
　
新
年
の
御
慶
を
妻
と
交
し
け
り
　
　
　
　
　
　

正
　
雄

米
　
何
も
か
も
夢
一
す
じ
に
老
の
春
　
　
　
　
　
　

痴
　
仏

米
　
雑
煮
鍋
囲
ん
で
語
る
毋
の
こ
と
　
　
　
　
　
　

正
　
一

米
　
新
年
の
行
事
素
直
に
明
治
人
　
　
　
　
　
　
　

雨
　
田

米
　
子
や
孫
と
三
部
屋
雑
煮
の
家
族
か
な
　
　
　
　

蔦
　
水

米
　
膝
の
塵
払
ふ
て
と
る
や
雑
煮
ぱ
し
　
　
　
　
　

山
　
月

米
　
御
明
り
に
仏
も
笑
ま
し
初
勤
行
　
　
　
　
　
　

泰
　
山

米
　
新
年
の
ふ
る
さ
と
の
山
山
ら
し
か
　
　
　
　
　

絹
　
吐

米
　
初
春
の
空
に
柳
の
枝
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
　
泉

米
　
新
年
の
誓
も
古
り
し
床
ば
し
ら
　
　
　
　
　
　

亭
　
司

米
　
背
乍
ま
る
め
木
の
葉
髪
な
る
雑
煮
箸
　
　
　
　

祥
　
子

米
　
帰
省
せ
ぬ
子
に
も
そ
な
え
ん
雑
煮
か
な
　
　
　

ぱ
る
早

米
　
か
く
れ
え
し
女
を
見
せ
る
春
着
の
娘
　
　
　
　

え
　
い

米
　
姑
と
な
り
て
雑
煮
椀
一
つ
足
し
ぬ
　
　
　
　
　

昭
　
子

米
　
黒
板
に
墨
ぬ
り
清
め
年
迎
ふ
　
　
　
　
　
　
　

か
ね
子

米
　
雑
煮
炊
く
こ
と
よ
り
主
婦
の
檗
ぱ
じ
め
　
　
　

秋
　
子

米
　
青
菜
刻
み
子
あ
る
幸
せ
雑
煮
炊
く
　
　
　
　
　

栄
　
早
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